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1. 平成24年１月期第２四半期の連結業績（平成23年１月21日～平成23年７月20日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年１月期第２四半期 8,369 18.2 629 21.6 632 30.2 327 19.3
23年１月期第２四半期 7,080 △5.4 517 △18.1 485 △23.9 274 △25.3

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年１月期第２四半期 39 38 ― ―
23年１月期第２四半期 32 38 ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年１月期第２四半期 12,875 4,544 35.0 542 30

23年１月期 10,194 4,334 42.2 516 93

(参考) 自己資本 24年１月期第２四半期 4,511百万円 23年１月期 4,300百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年１月期 ― ― ０ 00 ― ― 14 00 14 00

24年１月期 ― ― ０ 00

24年１月期(予想) ― ― 14 00 14 00

3. 平成24年１月期の連結業績予想（平成23年１月21日～平成24年１月20日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,500 11.4 664 △3.4 659 0.2 341 0.4 41 01



 

  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な

情報に基づき算定しており、今後の経済状況等の変化により、実際の業績は予想値と異なる結果となる

場合があります。業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年１月期２Ｑ 8,679,814株 23年１月期 8,679,814株

② 期末自己株式数 24年１月期２Ｑ 360,304株 23年１月期 360,304株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年１月期２Ｑ 8,319,510株 23年１月期２Ｑ 8,479,948株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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     ※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。 

       ・平成23年８月25日（木）・・・・・・機関投資家、アナリスト向け決算説明会 
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災による被

害は大きく、社会インフラへの深刻な影響や自粛ムードによる個人消費抑制等により依然として厳しい状

況が続いておりますが、企業の生産活動は復旧支援活動などの支えにより、回復の動きが見受けられるよ

うになりました。しかしながら、復興政策や原子力問題への対応への懸念が強まるなど、震災後の閉塞感

を払拭するまでには至っておりません。 

当社を取り巻くガーデニング業界におきましても、新設住宅着工数は低水準ながら増加基調となってい

たものの、東日本大震災の影響により建築資材の供給停滞や着工の鈍化などにより市場環境が厳しくなる

ことが懸念されます。 

このような状況のもと当社グループは、庭は家での暮らしにおける５番目の部屋である「５ｔｈＲＯＯ

Ｍ」（フィフスルーム）を提唱し、新商品のラインアップの充実と市場への啓発活動に注力してまいりま

した。また、震災以後原子力発電に対する「安全・環境」を問われるなか、庭での暮らしにおいて自然を

うまく取り入れ、「安心・安全・健康・省エネ・快適な暮らし」をテーマとした「スマートリビングガー

デン」の取り組みを強化してまいります。 

売上高につきましては、プロユース部門では、新設住宅着工数が低調に推移するなか、家と庭をつなぐ

空間となる「ポーチガーデン」シリーズによる新商品の投下等により、販売が顕著に推移いたしました。

また夜の庭を演出する「光」について当社認定制度である「エクステリア＆ガーデンライティングマイス

ター制度」の開始により照明機器の販売が堅調に推移したこと等により、前年同四半期と比べ増加いたし

ました。また、今後の販売の拡大を見据え国内をはじめ海外の製造拠点の充実を図っております。 

ホームユース部門では、震災後の電力不足の影響による節電や暑さ対策により、シェードやよしずとい

った日除け商品や電気を使わないソーラーライトの売上が顕著に伸びたことや、中国国内における製造の

内省化による品質基準の向上や、物流拠点としてお客様へのダイレクトな配送を目的に昨年中国に設立し

た100％子会社である九江高秀園芸製品有限公司（敷地面積約13,000坪）が本稼働し始めたこと等によ

り、前年同四半期と比べて増加いたしました。 

また海外展開におきましても、中国自社工場において品質基準の強化や在庫機能とデリバリー体制の構

築を図りつつ、販売においてはドイツをはじめイギリス、アメリカ、オーストラリア等グローバル展開を

加速するなど、事業拡大に向けた取り組みを強化しております。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間は売上高8,369,433千円（前年同四半期比18.2％増）、営業利

益629,502千円（前年同四半期比21.6％増）、経常利益632,166千円（前年同四半期比30.2％増）、四半期

純利益327,597千円（前年同四半期比19.3％増）となりました。  

  

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は12,875,348千円（前連結会計年度末と比べ2,681,078千

円増）となりました。  

流動資産においては、ガーデニングシーズン立ち上がりの売上増加に伴い受取手形及び売掛金が

4,090,084千円（前連結会計年度末と比べ1,744,181千円増）となりました。 

 固定資産においては、子会社の工場建設により建物及び構築物が1,606,679千円（前連結会計年度末と

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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比べ109,855千円増）となりました。 

 流動負債においては、販売に向けての商品調達が先行して行われることから支払手形及び買掛金が

2,898,478千円（前連結会計年度末と比べ1,244,014千円増）となりました。  

固定負債においては、商品調達が上半期に嵩むこと等により長期借入金が1,740,954千円（前連結会計

年度末と比べ404,698千円増）となりました。  

 純資産においては、4,544,843千円（前連結会計年度末と比べ210,718千円増）となりました。これは剰

余金の配当が116,473千円あったものの、四半期純利益が327,597千円あったことによるものです。  

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、売上債権の

増加があったものの、税金等調整前四半期純利益の増加や長期借入れによる収入の増加があったことによ

り前連結会計年度末に比べ215,346千円増加し、1,959,251千円となりました。  

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、60,885千円（前年同四半期は17,707

千円の減少）となりました。これは主に、売上債権の増加額1,731,408千円（前年同四半期は1,128,966千

円の増加）があったものの、税金等調整前四半期純利益が590,343千円（前年同四半期は476,834千円）、

仕入債務の増加額が1,215,040千円（前年同四半期は945,100千円の増加）あったことによるものです。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は、396,520千円（前年同四半期は

123,211千円の支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出193,095千円（前年同四

半期は61,348千円の支出）があったことによるものです。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の収入は545,648千円（前年同四半期は667,779

千円の収入）となりました。これは主に、長期借入れによる収入1,300,173千円（前年同四半期は

1,425,802千円の収入）があったことによるものです。  

  

  

平成23年３月７日に公表いたしました平成24年１月期の業績予想を修正いたしました。詳細につきまし

ては平成23年８月９日に開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。 

  

  
  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費を期間按分して算定する方

法によっております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

該当事項はありません。 

  

（会計処理基準に関する事項の変更） 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は

それぞれ1,409千円、税金等調整前四半期純利益は42,200千円減少しております。また、当会計基準等

の適用開始による資産除去債務の変動額は70,959千円であります。 

  

（表示方法の変更） 

 四半期連結損益計算書関係 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

の用語、様式及び作成方法に関する規制等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令

第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目

で表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,959,251 1,762,355

受取手形及び売掛金 4,090,084 2,345,902

商品及び製品 2,024,432 1,830,708

仕掛品 120,206 126,815

原材料及び貯蔵品 468,698 370,125

繰延税金資産 182,586 132,212

その他 446,816 234,640

貸倒引当金 △14,199 △13,761

流動資産合計 9,277,877 6,788,999

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,606,679 1,496,824

土地 500,239 500,239

建設仮勘定 382,321 416,861

その他（純額） 234,285 186,767

有形固定資産合計 2,723,526 2,600,693

無形固定資産

のれん 457 5,788

その他 263,266 189,603

無形固定資産合計 263,723 195,392

投資その他の資産

投資有価証券 92,246 89,180

繰延税金資産 7,141 1,432

その他 528,069 536,803

貸倒引当金 △17,237 △18,230

投資その他の資産合計 610,220 609,185

固定資産合計 3,597,470 3,405,270

資産合計 12,875,348 10,194,270
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,898,478 1,654,463

短期借入金 1,070,466 1,082,509

1年内返済予定の長期借入金 1,325,096 1,019,436

未払法人税等 330,106 140,237

賞与引当金 46,753 40,297

その他 769,073 517,463

流動負債合計 6,439,973 4,454,408

固定負債

長期借入金 1,740,954 1,336,256

退職給付引当金 7,492 5,776

資産除去債務 71,615 －

繰延税金負債 4,211 22,358

その他 66,256 41,346

固定負債合計 1,890,531 1,405,737

負債合計 8,330,505 5,860,145

純資産の部

株主資本

資本金 570,560 570,560

資本剰余金 593,383 593,383

利益剰余金 3,503,988 3,292,863

自己株式 △94,023 △94,023

株主資本合計 4,573,908 4,362,784

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,547 3,303

繰延ヘッジ損益 △30,694 △26,440

為替換算調整勘定 △37,059 △39,015

評価・換算差額等合計 △62,206 △62,153

少数株主持分 33,141 33,493

純資産合計 4,544,843 4,334,124

負債純資産合計 12,875,348 10,194,270
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月21日
 至 平成22年７月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月21日

 至 平成23年７月20日)

売上高 7,080,729 8,369,433

売上原価 3,979,385 4,838,387

売上総利益 3,101,343 3,531,046

販売費及び一般管理費 2,583,862 2,901,544

営業利益 517,480 629,502

営業外収益

受取利息 510 715

為替差益 － 7,633

受取手数料 26,935 24,745

その他 5,887 21,778

営業外収益合計 33,333 54,873

営業外費用

支払利息 44,725 45,930

為替差損 14,036 －

その他 6,617 6,279

営業外費用合計 65,379 52,209

経常利益 485,435 632,166

特別利益

固定資産売却益 25 －

特別利益合計 25 －

特別損失

固定資産除却損 5,554 1,002

投資有価証券評価損 3,071 －

投資有価証券売却損 － 29

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40,791

特別損失合計 8,626 41,822

税金等調整前四半期純利益 476,834 590,343

法人税、住民税及び事業税 206,656 335,676

法人税等調整額 △11,393 △72,115

法人税等合計 195,262 263,561

少数株主損益調整前四半期純利益 － 326,782

少数株主利益又は少数株主損失（△） 7,020 △815

四半期純利益 274,552 327,597

㈱タカショー（7590）　平成24年１月期　第２四半期決算短信

－ 7 －



  

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月21日
 至 平成22年７月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月21日

 至 平成23年７月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 476,834 590,343

減価償却費 79,164 107,278

のれん償却額 5,331 5,331

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29,464 △616

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,697 6,455

退職給付引当金の増減額（△は減少） △50 1,716

受取利息及び受取配当金 △1,316 △1,726

支払利息 44,725 45,930

為替差損益（△は益） 6,309 2,758

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40,791

売上債権の増減額（△は増加） △1,128,966 △1,731,408

たな卸資産の増減額（△は増加） △150,307 △248,968

その他の資産の増減額（△は増加） △101,900 △64,852

仕入債務の増減額（△は減少） 945,100 1,215,040

その他の負債の増減額（△は減少） 136,603 282,578

その他 24,137 5,271

小計 307,900 255,921

利息及び配当金の受取額 1,316 1,726

利息の支払額 △45,741 △47,512

法人税等の支払額 △281,183 △149,250

営業活動によるキャッシュ・フロー △17,707 60,885

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △61,348 △193,095

無形固定資産の取得による支出 △72,103 △82,206

投資有価証券の取得による支出 △192 △202

短期貸付けによる支出 △15,000 △148,181

短期貸付金の回収による収入 27,832 2,316

その他 △2,400 24,848

投資活動によるキャッシュ・フロー △123,211 △396,520

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 240,708 476,000

短期借入金の返済による支出 △326,939 △517,160

長期借入れによる収入 1,425,802 1,300,173

長期借入金の返済による支出 △586,212 △590,938

少数株主からの払込みによる収入 35,000 －

配当金の支払額 △118,719 △116,473

その他 △1,861 △5,952

財務活動によるキャッシュ・フロー 667,779 545,648

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14,862 5,333

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 511,997 215,346

現金及び現金同等物の期首残高 1,563,523 1,743,905

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,075,521 1,959,251

㈱タカショー（7590）　平成24年１月期　第２四半期決算短信

－ 8 －



該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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